
  

～「令和８年度 算数・数学授業づくり支援訪問」の御案内～ 

 

算数・数学の授業を 

一緒にブラッシュアップしませんか？ 

福島の子どもたちの未来のために、算数・数学の学力向上を目指して、 

指導主事等が貴校の授業づくりや校内研修を全力でサポートします！ 
（支援訪問の具体的な内容は裏面をご覧下さい。） 

？ 

■ 実施概要 

■ お申し込みの流れ 

訪問期間 令和８年５月１１日（月） ～ 令和９年２月２６日（金） 

対   象 市町村立の小学校、中学校、義務教育学校 

 

 

【お問い合わせ】  福島県教育庁義務教育課 研修支援チーム 
TEL ０２４－５２１－８７３３ 

①申請 
 

市町村教育委員会を通じて

指定様式を提出して下さい。 
 

②日程調整 
 

訪問の希望日について、学校

と調整させていただきます。 

③訪問通知 
 

義務教育課より訪問につい

て回答を差し上げます。 

 
※申込は随時 

受け付けます！ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

具体的な支援内容例 

児童に学びを委ねることをテーマとして授業づく

りに取り組みました。委ねるための教師の支援の在

り方や働きかけについて指導主事の先生から学ぶ

ことができました。また単元の計画を一緒に考える

ことを通して、広い視点から身に付けたい資質・能

力を意識した授業づくりが勉強になりました。それら

を授業研究の後も意識することができ、自分自身の

中で勉強になる一年にすることができました。 

 

研究授業の御指導だけでなく、そこに至るまでの

日々の授業に関する細やかな御助言（板書の写真

送信を通して）によって、客観的に自分の学習指導

を振り返ることの大切さに気付くことができました。

構造的な板書は、生徒自身の振り返りにつながるだ

けでなく、自分の授業の振り返りにも役立ち、授業改

善にもつながることを改めて実感しました。 

小学校教諭 

中学校教諭 

令和７年度に訪問支援を受けた先生方の声（事後アンケートより） 

コミュニケーションツール

での継続支援 

オンラインミーティング 

学校での訪問支援 

事後アンケート 

○オンラインの打合せ等を行い、現在の授業の様子

や訪問当日の授業の構想等を聞き取り、先生方と

相談しながら支援の方向性を決めていきます。 

○事前アンケートで先生方が目指す教師像や現在お

困りのこと、希望する支援内容等を把握します。 

○訪問までの期間は、チャットやクラスルーム等を活

用して、日頃の授業づくりや、教材開発、板書につ

いての助言等、継続的なサポートをします。 

○事後アンケートで、授業力向上や授業観の変容

について、先生方が把握できるようにします。 

○学校を訪問し指導案検討会や、授業参観・校内研

修会に参加して、助言等の支援を行います。 

（訪問後もチャット等で支援を続けていきます。） 

○事前に、各校の結果データについて「『学力のレベルと学

力の伸び』グラフ化ツール」で出力し、協議に使用する資

料の準備をしていただきます。 

事前準備 

学校での訪問支援 

 

１ 開会の言葉 

２ 校長先生から 

３ 研修 

(1)結果の活用について    

(2)グループ協議 

①班ごと（４人程度）で話合い  

②全体での共有         

４ まとめ          

５ 閉会の言葉 

校内研修の例（約１時間の場合） 

○指導主事が学校を訪問し、訪問校の結果から読み取れる

ことを解説したり、グループ協議の進行をしたりするな

どの支援を行います。 

○協議では、学級や児童生徒

一人一人の「学力の伸び」に

注目し、伸びが見られた学

級や児童生徒の姿から指導

の特徴（よさ）や、今後の取

組について話し合っていた

だきます。 

(例３) ふくしま学力調査の結果分析を活用した校内研修等における支援 

(例１) 授業づくりに向けた教材研究等における支援 

(例２) 算数・数学の授業参観及び事後研究における支援 

 事前アンケート 


